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【緒言】 

我々は磁場内で作製した Ni 含有ポリプロピレン(PP)複合材料の PTC 特性について報告してきた[1][2]． PTC

特性は PP の体積膨張により Ni の連結構造が分断されることで発現されると考えられるが，磁気配列した Ni

の連結構造は磁場方向にパスを形成するだけではなく，Ni の連結構造間を結ぶ橋渡し構造も形成することが示

唆された．今回は Ni 粒子が連結する過程をその場観察し形成および崩壊メカニズムについて考察を行ったの

で報告する． 

【実験】 

 マトリクス高分子に PP を用い，PP に対し 1.10vol% の

Ni 粒子を溶融混合させた．その際に PP の造核剤である

NA-11 を加えたもの(PP/NA11/Ni)と未添加のもの(PP/Ni)

を作製した．ホットプレスでフィルムに成型した後，永久

磁石（0.4 T）を取り付けた光学顕微鏡により連結構造を

観察した． 

【結果・考察】 

 Fig.1 に 180℃での Ni粒子の配列の様子示す．DSC測定

の結果から PP の融点は 155℃であるが融点以上の温度で

あっても Ni 粒子は直ちに連結構造を形成しないことが確

認された．180℃において 2 分後には短い連結構造が確認

され，時間経過に伴い連結構造が伸びていくことが確認さ

れた． PP/NA11/Ni についてもほぼ同様の結果であった． 

 一方，NA11 の添加/未添加では冷却過程が大きく異なっ

た．Fig.2 に PP/Ni の冷却過程の構造変化を示す．球晶が

形成される前までは 180℃での連結構造のままであった．

しかし，120℃付近で球晶が形成されると徐々に一部で連

結構造が乱されるのが観察された．球晶形成後の冷却過程

で連結構造が乱されていることから体積収縮が連結構造を乱す原因であることが示唆された．大きな球晶を形

成しない PP/NA11/Ni においては顕著な連結構造の乱れは観察されなかった． 

当日は磁場外での溶融状態における連結構造の崩壊過程についても発表する予定である． 
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Fig.1 Microscope images of PP/Ni composite at 

180℃ in a magnetic field of 0.4T. 

 

 

Fig.2 Microscope images of PP/Ni composite 

during cooling process in a magnetic field of 0.4T. 
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